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   Two cases of the nonfunctioning adrenal tumor were experieuced in our clinic. 
   Case 1 ; A 59-year-old man has suffered from a swelling of the right flank and 
epigastralgia since about 10 years ago. 
   After examination, a diagnosis of retroperitoneal tumor was made and the surgical ex-
tirpation was performed. The histological findings were consistent with adenoma of the adre-
nal cortex. 
   Case 2  ; A 36-year-old man has suffered from a tumor and colic pain in the right flank 
Three months prior to the admission, he was performed a probe incision under a diagnosis 
of intraperitoneal tumor and was found that the tumor locates in the retroperitoneal cavity. 
The surgical extirpation of the tumor was performed in our clinic. The histological findings 
were consistent with carcinoma of the adrenal cortex. 
   The both patients howed no evidence of adrenal  hyperfuncticn in their clinical courses.
副腎の腫瘍 は既 に多 くの報告 を見 てい るもの
で あるが,大 半 が内分泌活性 を有 す る腫 瘍であ
つて,内 分泌 非活性腫瘍 の ものは多 くない.
我 々の教室 に於 いては既 に林 ら(1961)が内
分泌 非活性 副腎皮質腺腫 の1例 を報告 している
が,最 近相 次いで副腎皮質腺腫及 び癌腫 と思わ
















高血圧(軽 度)及 び腹部腫瘍を診断され,当 科へ紹介
された.時 に心悸充進がある.血尿及び排尿障害はな












































腹膜腔に達した.腫 瘍は腎臓 と全 く関係な く腎下極の
内下方にあり,被膜に包まれ,大 静脈及び大動脈上に
存在していた.周 囲との癒着は腫瘍下面を除いて殆ん
ど見られなかつたが,大静脈及び大動脈に は 強 か つ
た.更に腫瘍下面の上内方では十二指腸と密に癒着し





















術後経過:術 後1両 日中血圧の著明な降 下 をみ た
が,ま もなく回復し,120～80mmHgに固定した.
創部の治癒は良好で痩孔の形成はなかつた.術後の検
















介された.食欲不振,睡 眠不良,便 通1日1回,排 尿
障害なく排尿回数1日4～5回.
現症:体 格は中等度で,栄養は不良である.眼瞼結
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2)組 織像:腺 腫 対癌 腫 の比率 は,非 活機の
ものでは2:1で あ るの に対 して,活 性ttiSの
は7:2で ある.
3)性 別:非 活性のものは全て男子であ石の
に対 して,活性のものは男子6例 に対 し女奪溜
例 である.
4)患 側:非 活性 のものは全 て右側 であるの
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第1図 第1例 の後腹膜気体造影:右 腎下方に
楕円形の境界鮮明な陰影を認める.
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収 され,血 管 を経て直接痔静脈に
〈包装,>24錠12'0錠 作用 します。胃腸 肝臓を通らな
いので副作用少なく効果が迅速確
実です。
瞳 売マ 醗 翻 塞轟磐 。響
